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2.3 ブロックストレージのデータ移行手順

■ 前提条件および注意事項
• ブロックストレージが利用されているデータボリュームの移行方式についてはマウントしているOSによって変わります。
• ブロックストレージを利用しているサーバ移行については下図で示す通り2ステップで行われます。①のOSの移行について

は各サーバーの移行手順を参照してください。本ドキュメントでは②のデータボリュームの移行手順を説明しています。
• Windows OS及びLinux系OSについて説明します。
• 移行作業にかかる時間は、データの容量やネットワーク環境によって異なります。
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■ 移行作業内容
1．移行先ブロックストレージの作成
2．移行先ブロックストレージのボリューム接続
3．データ移行作業
4．移行元ブロックストレージの削除

2.3 ブロックストレージのデータ移行手順
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1．移行先ブロックストレージの作成

移行先ブロックストレージおよびボリュームの作成

以下リンクを参照し、移行先となるブロックストレージおよびボリュームを作成します。
ブロックストレージの新規作成方法

https://sdpf.ntt.com/services/docs/block-storage/tutorials/create/create.html
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２．移行先ブロックストレージのボリューム接続

移行先ブロックストレージのボリューム接続

以下リンクを参照し、データ移行作業を実施するサーバ（※）に、移行先ブロックストレージのボリュームを接続します。
・Linux
・Windows 

※移行元ブロックストレージに接続されているサーバ

https://sdpf.ntt.com/services/docs/block-storage/tutorials/connect.html#linux
https://sdpf.ntt.com/services/docs/block-storage/tutorials/connect.html#id5
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３．データ移行作業

Linuxの場合
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3．データ移行作業（Linux）
データ移行作業

データ移行を実施するサーバにログインし、移行元ブロックストレージのボリュームから
移行先ブロックストレージのボリュームへcpコマンドを実行します。

# cp –auv 移行元ブロックストレージのマウントポイント 移行先ブロックストレージのマウントポイント
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3．データ移行作業（Linux）
cpコマンド実施後、以下のコマンドで移行先ブロックストレージのボリューム上にデータが移行されていることを確認します。

# cd 移行先ブロックストレージのマウントポイント
# ls -l
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3．データ移行作業

Windowsの場合
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3．データ移行作業（Windows）

データ移行を実施するサーバにログインして、「スタート」→「検索」ボックスから「Windows PowerShell」を検索し、
結果の一覧で、「Windows PowerShell」 を右クリックし、「管理者として実行」 を選択します。
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「このアプリがデバイスに変更を加えることを許可しますか？」と表示された場合、「はい」を選択します。

3．データ移行作業（Windows）
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起動した「Windows PowerShell」にてrobocopyコマンドを実行し、移行元ブロックストレージの
ボリュームから、移行先ブロックストレージのボリュームへデータ移行を行います。

robocopy 移行対象のフォルダパス バックアップデータ保存用ストレージのパス /E /COPY:DT /XJ

/E 空のディレクトリを含むサブディレクトリをコピーします。
/COPY:コピーフラグ ファイルにコピーする情報を指定します。
コピーフラグ D＝データ、T＝代替データストリームをコピーしない
/XJ ジャンクションポイントとシンボリックリンクを除外します。

3．データ移行作業（Windows）
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移行先ブロックストレージのボリューム上にデータが移行されており、正常に参照、保存できることを確認します。

3．データ移行作業（Windows）
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4．移行元ブロックストレージの削除
移行先ブロックストレージへの移行が完了し、移行したデータに問題が無いことをご確認いただけましたら、
移行元ブロックストレージの削除作業を行います。
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移行元ブロックストレージのボリューム接続解除

以下リンクを参照し、データ移行を実施したサーバにて、移行元ブロックストレージのボリューム接続を解除します。
ブロックストレージボリュームの接続解除方法

4．移行元ブロックストレージの削除

https://sdpf.ntt.com/services/docs/block-storage/tutorials/disconnect.html#linux-osvolume
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移行元ブロックストレージ上のボリューム削除

以下リンクを参照し、移行元ブロックストレージのボリューム削除を行います。

ボリュームの削除
ブロックストレージの削除方法

移行元ブロックストレージの削除

以下リンクを参照し、移行元ブロックストレージの削除を行います。
ブロックストレージの削除方法

4．移行元ブロックストレージの削除

https://sdpf.ntt.com/services/docs/block-storage/tutorials/delete.html#id5
https://sdpf.ntt.com/services/docs/block-storage/tutorials/delete.html#id5
https://sdpf.ntt.com/services/docs/block-storage/tutorials/delete.html#id5
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■ 切り戻し方法
• 「手順4．移行元ブロックストレージの削除」前であれば、移行元環境が残っているため、切り戻しが可能です。
• 「手順4．移行元ブロックストレージの削除」後の切り戻しはできません。
• 必要に応じて、以下手順を参考にスナップショット作成をご検討ください。

スナップショットの作成方法 - ブロックストレージ チュートリアル

2.3 ブロックストレージのデータ移行手順

https://sdpf.ntt.com/services/docs/block-storage/tutorials/snapshot/create.html#id1
https://sdpf.ntt.com/services/docs/block-storage/tutorials/snapshot/create.html#id1
https://sdpf.ntt.com/services/docs/block-storage/tutorials/snapshot/create.html#id1
https://sdpf.ntt.com/services/docs/block-storage/tutorials/snapshot/create.html#id1
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■ 手順通り進まない場合の対処方法
• エラー等が発生した場合や手順に関する不明点がございましたら、チケットシステムより

 チケット起票いただきお問い合わせください。
 ※チケット起票手順につきましては、「 SDPFクラウド/サーバー関連チケット起票方法」をご参照ください。

2.3 ブロックストレージのデータ移行手順

https://sdpf.ntt.com/services/docs/support/tutorials/ticket/ticket.html
https://sdpf.ntt.com/services/docs/support/tutorials/ticket/ticket.html
https://sdpf.ntt.com/services/docs/support/tutorials/ticket/ticket.html
https://sdpf.ntt.com/services/docs/support/tutorials/ticket/ticket.html
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